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論 文 内 容 の 要 旨 
崔惠善氏の博士学位請求論文『梁啓超訳著中的日語詞彙及其対中韓的影響―
―以『時務報』、『清議報』、『新民叢報』為素材』（日本語タイトル：梁啓超の訳
書における日本語の詞彙と中国語、韓国語への影響について――『時務報』、『清
議報』、『新民叢報』を素材として）は、下記のように、序章と上編、下編の７章
で構成されている。章の下には小節が設けられている。 
 
第一章 序章 
（序章） 
上篇 梁啓超的詞彙與東亜 
（梁啓超の語彙と東アジア） 
第二章 梁啓超的日語及其使用的日語詞彙 
（梁啓超と日本語及び日本語の語彙） 
第三章 梁啓超與朝鮮 
（梁啓超と朝鮮） 
下篇 近代詞彙的環流 
（近代語彙の環流） 
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第四章「冒険」、「探険」、「探検（撿）」考 
（「冒険」、「探険」、「探検（撿）」考） 
第五章 「進歩」、「進取」考 
（「進歩」、「進取」考） 
第六章「保守」、「伝統」考 
（第六章「保守」、「伝統」考） 
第七章 終章 
（終章） 
参考文献 
附録 
 
1868 年に始まった明治維新は、日本近代化の出発点であり、アジアにとって
も「近代化」への第一歩が踏み出されたと言える。西洋からの新しい知識を獲得
し、科学技術を導入するために、社会制度、思想のみならず、言語面においても
様々な変革が起きた。1890 年の国会開設に続き、1894 年の日清戦争の勝利によ
り日本はアジアの国々から近代国家と見なされるようになった。 
一方、中国では日清戦争の敗戦を経て、知識人たちは日本に注目し始めた。
1898 年 10 月、戊戌政変が起き、改革派が失脚すると、中国の改革に身を投じた
梁啓超は日本公使館に救いを求め、日本への亡命を果たした。亡命後、梁啓超は
『清議報』、『新民叢報』、『新小説』などの雑誌を創刊し、活発な言論活動を行っ
た。梁啓超の執筆物（翻訳、翻案、著述）は、中国社会のみならず、朝鮮半島に
おいても広く読まれ、社会思想は言うまでも無く、中国語、ないし朝鮮語にも大
きな影響を及ぼした。 
本論文は、梁啓超が深く関わった『時務報』（1896-1898）、『清議報』（1898-1901）、
『新民叢報』（1902-1907）に掲載された梁啓超の執筆物を研究対象とし、その使
用語彙を調査し、日本語より受けた影響と中国語、ないし朝鮮語に与えた影響を
明らかにしようとするものである。上編では、日本亡命前とその後の梁啓超の語
彙の変化を捉え、梁啓超の文章が朝鮮において如何に読まれたかを述べている。
このような作業により、韓国語に入った日本語語彙の伝播・定着に対する梁啓超
の貢献を解明しようとする。下編では、進歩史観というカテゴリーに属する一群
の語が、日本語、中国語、そして朝鮮語においてどのように発生し、共有された
かのプロセスを東アジア近代語彙の環流という視点から考察している。 
以下、各章の内容を略述する。 
「序章」では、本論文と関連性のある「近代訳語及び日中語彙交流」、「梁啓超
が使用した日本語語彙」と「韓国学界における梁啓超研究」に関する先行研究を
整理し、その成果と問題点を指摘している。続いて、本研究の位置付けを明確に
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し、研究課題、研究目的、研究方法と研究資料を述べ、論文の構成を提示した。 
第二章では、「梁啓超が使用した日本語語彙」について述べている。まず、梁
啓超という人物の略歴と日本語との出会いについて紹介している。梁啓超の日
本語力に関しては、梁啓超がどのように日本語に接近し、日本語の書物より知識
を吸収したのかについて考察を加えた。また、『時務報』、『清議報』と『新民叢
報』より梁啓超の文章を確定し、その使用語彙を出来るだけ多く抽出し、リスト
アップした。その上で、日本亡命と使用語彙の変遷に存在する相関関係を分析し
た。 
第三章では、「梁啓超と朝鮮」について述べている。『大朝鮮獨立協会報』、『皇
城新聞』、『大朝鮮獨立協会報』、『西友』、『大韓自強会月報』、『大韓協会会報』、
『大韓毎日申報』、『嶠南敎育會雜誌』、『西北學會月報』、『朝陽報』などの新聞雑
誌から朝鮮の人々に広く読まれた梁啓超の文章を集め、思想面と語彙面の影響
について考察した。「梁啓超が朝鮮で注目された」のには、二つの理由がある。
一つは、朝鮮は当時の中国と同じような苦境に陥っていること、いま一つは、漢
文は朝鮮の知識人の基本教養であり、漢文で書かれた梁啓超の文章は、受け入れ
やすい側面があったからである。またこの章では「梁啓超の文章が如何に紹介さ
れたか」についても考察した。最後に、梁啓超訳の『十五小豪傑』と日本語訳と
の比較対照も行い、梁啓超の翻訳に基づき訳出された韓国語訳には、梁啓超の誤
訳もそのまま継承されたなど、当時よく見られる重訳の問題点を指摘した。 
下編は、進歩史観というカテゴリーに属すると思われる一群の語に関するケ
ーススタディーである。まず第四章から第五章にかけて、「近代語彙の環流」に
ついて述べている。沈国威が提唱した概念範疇の把握と各範疇のキーワードか
ら研究する手法を取り入れ、進歩史観と関連する「保守、伝統、進歩、進化、積
極、進取、主動、革新、改良、改革、発展、解放、近代、現代、退歩、退化、消
極、落後、被動」などの近代観念史研究のキーワードを整理し、中から「冒険、
探険、探検(撿)、進歩、進取、保守、伝統」をピックアップして考察した。東ア
ジアにおける近代語の環流の視点から、個々の語の日本での発生、その後梁啓超
の自著への取り入れ、最後に梁啓超の使用による中国、韓国への普及プロセスを
記述した。 
具体的には、第四章では、「冒険」、「探険」、「探検(撿)」という類義語を取り
上げている。 
近代における「冒険」の意味は、宣教師ロブシャイドの『英華字典』（1866-69）
に初出があるが、中国語ではその意味では定着しなかった。一方、日本では明治
20 年代の翻訳小説で、「冒険」という語が頻繁に用いられ、定着していった。対
して、中国では梁啓超による翻訳小説「十五小豪傑」、論説「論進取與冒険（新
民説）」、「少年中国説」などによって、「冒険、探険、探検/撿」という言葉が流
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行語となった。「探険」は古くから中国にあった語であったが、日本において
Explore の訳語となり、語形も「探検(撿)」が一般的である。この「探撿」は、
同じく梁啓超の使用（「新民説」1902)により語形を「探険」に変えられ、中国語
に広がり、定着した。韓国にも、「冒険」「探険」が伝来したが、日本語から直接
伝わったというより、梁啓超の文章がきっかけを作ったと考えられる。 
第五章では、「進歩」と「進取」を取り上げている。 
現在、我々が使用している「進歩」は、漢籍にある「前へ移動する」の意味で
はなくむしろ英語の「progress（歴史、社会の発展に促進の作用がある）」の対訳
語である。日本において 1870 年代の辞書、新聞雑誌に多く見られ、特に福澤諭
吉の『文明論之概略』（1875）により、「進歩」が普及したと言えよう。この意味
の「進歩」は、梁啓超の論説「論進歩」（1902）まで、中国ではなかった。韓国
でも、1896 年に初出例があったが、1906 年以後に使用頻度が急に高くなった。
梁啓超の文章の翻訳・閲読と強い関連性があることをこの章で論じている。 
一方、「進取」が、「努力する、進んで事をする」であるという新しい解釈を獲
得したのは、明治期に入ってからである。1877 年、大阪に「進取社」が設立さ
れ、1890 年代に入ると、「開国進取」という言葉が流行した。1907 年の帝国国防
方針にも頻繁に使用された。中国では、「進取」が梁啓超の論説『新民説』（1902）
によって、普及していった。また韓国においても、「自強主義」（1906）という梁
啓超の文章の朝鮮語訳によって「進取」が一般化したが、現在の韓国語では衰退
した。 
第六章では、「保守」と「伝統」のペアを取り上げている。 
「保守」も「伝統」も中国の古典語だが、日本で新しい意味を獲得した語であ
る。梁啓超は、「保守」を「落伍で腐敗した悪風」だと批判した。梁啓超の文章
が韓国語に翻訳され、「保守」のネガティブな意味を決定づけたところがある。
一方、「伝統」は、現在「tradition」の意味で使用されているが、中国では、1915
年頃から 1930 年頃まで、「保守」と同じくネガティブな意味に用いられ、「傳統
舊習（古い習慣）」という組み合わせが一般的であった。韓国においても、1920
年代から「傳統的特權（昔からの特権）」のようなネガティブな意味で使用され
ていた。 
「終章」では、各章の考察で得た知見をまとめ、さらに、今後の研究の展望に
ついても論じた。 
以上、各章に示したように、崔惠善氏の学位論文は、梁啓超の著述活動とその
使用語彙を全数調査した上、梁啓超の著述に見られる日本語の新語訳語が如何
に中国語、或いは朝鮮語へと伝播し、それぞれの言語において普及、定着したか
を中心に考察した。従来の近代漢字語の研究では、日中、或いは日韓という一対
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一の関係で語の交流と相互影響を取り上げるものが多かったが、崔惠善氏は、三
カ国語の言語能力を十二分に活用し、日中韓における近代語の交流という難し
い課題に挑戦した。特に日中韓とも大きな足跡を残した梁啓超を突破口に据え
る勇気を評価したい。東アジア諸国語の語彙の近代化は、一国の言語の中で完結
するものではなく、漢字文化圏の同形語を中心に、クロス・ランゲージ的に捉え
ることが必要である。崔惠善氏の学位論文はまた、梁啓超の語彙の中の最も代表
的なものを数組取り上げ、詳細に検討した。崔惠善氏の研究結果は、日本、中国
の近代語語彙研究だけではなく、朝鮮語の語彙研究にも寄与するものであろう。 
近代語の語源研究において、崔惠善氏の学位論文に見られた、日中韓という複
眼的なアプローチは、近世・近代における東アジアの諸国語の語彙史を考える際
には極めて有効な方法であると言える。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
論文の提出に先立ち、提出要件審査委員会（委員：沈国威、山崎直樹、玄幸子）
は、崔惠善氏が本研究科の定める「博士論文（課程博士）審査に関する覚書」の
論文提出基準を満たしているかどうかを確認した。その結果、同氏は、一）必要
単位（10 単位）を取得済みであり、博士論文のテ−マと関連する分野で、二）論
文 4 編（うち 2 編は査読有りの学会誌掲載論文）；三）口頭発表 13 回（うち国際
的な学会 7 回、国内の研究会 2 回）を有し、四）博士論文聴聞会（2018 年 6 月
2 日）も終え、論文提出のすべての要件を満たしていることを確認の後、研究科
委員会（2018 年 7 月 25 日開催）に報告し、同氏による論文提出の承認を得た。
これを受けて 2019 年 4 月 11 日に崔惠善氏から提出された論文を学位請求論文
として受理し、研究科委員会（2019 年 4 月 24 日開催）において承認された論文
審査委員会（主査：沈国威、副査：山崎直樹、玄幸子、学外委員：竹越孝）での
審査に入った。 
 提出された中国語論文（本文 172 頁、参考文献、附録 26 頁）は、本報告書「1．
論文内容の要旨」において述べたように、中国、韓国の語源資料をはじめ、中国
典籍、福沢諭吉、西周をはじめ、明治期啓蒙家の著述、翻訳、英華・英和・英韓
辞書等の関連資料を調査し、綿密に検討していた。また参考文献にも記されてい
るように韓国のデータベース、コーパスも活用している。 
崔惠善氏の学位論文は、日本、中国、韓国の三カ国の共通した漢字語について、
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語彙史・訳語史にわたって実証的に考察する意欲的なものである。研究手法の堅
実さだけでなく、新しい研究分野を開拓しようとする崔惠善氏の努力も評価に
値するものである。 
さらに次の3点からも、本学位請求論文は、優れたものと判断できる。 
 
（１）文化交流、言語接触に起因された語彙交流を日中韓三つの言語に
わたって捉えようとする問題意識：近代知識の移動は、語彙の移
動を伴うもので、語彙移動の痕跡により、知識移動のプロセスを
検証できるという結論を得た。 
（２）概念範疇の把握と各範疇のキーワードから研究する手法を運用し、
近代的概念を表す幾つかの語群について詳細に考察した。日本語
の辞書編纂のみならず、中国語、朝鮮語の近代語研究にも寄与す
るものである。 
（３）近代文明史における梁啓超という人物の貢献を言語面から捉えた。 
 
以上により、崔惠善氏の論文は、研究の方法や内容、記述の体裁や論理など、
すべてにおいて所定の水準に達しており、博士論文としてふさわしいものであ
ることを、論文審査委員会一同が認めた。 
 
 
